












URBAN SPACE FLOWING -connection of architecture and urban- 
 
濱田渉 





The meaning of modern urban architecture has been changed. In the process of rapid economic growth in 
the 1960s, concentration of population and the various functions to the city has progressed rapidly. Because the 
pursuit of convenience and profitability, by simplification of the urban architecture and the city disordered 
extension the deterioration of the urban landscape and the urban environment is becoming increasingly serious. 
The current urban planning has been established as a background in social and economic situations like this. I 
try to encourage the "urban integration" and "urban activation", by the consider the "connection between the 
architecture and urban" by the flow space. 











































































































































 西への流れとしては、車道 8 車線を同一平面上で歩行
者が交差している。 
c）内部完結 
 現状の都市建築は都心に多くの面を向けているにも関
わらず内に向けてのみ商業を展開し、内部完結している。 
d）駅前広場 
 駅前広場には、近年増え続けたバスの本数に対してタ
ーミナルが未整備のままのため溜まったバスが壁となり
広がりを抑制し、同時に人の場を限定してしまっている。 
e）災害時対応 
 災害時に電車が停止した際には、このターミナルに帰
宅難民があふれる。こういった災害時の帰宅難民の一時
的な居場所としても問題が残る。 
（４）構成 
構成としては立体的にバスの停留所を配置し、それに
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そって人の居場所を並べていく。 
改札と立体歩道橋の高さに直通の主要動線を通し、GL
では違和感あるターミナルを排除し開放することで、新
たに都市の流れを活性化させる。 
また、駅前広場から建物内へと小規模の広場を展開し
ていき様々な居場所を提供する。 
屋上面にも都心で広大な空を得ることのできる広場と
しての機能を展開している。 
（５）バスルート 
北からバ道路を南下してきたバスは建物の間の道から
建物を貫通し建物を巡るように 3 層目までのぼり、また
建物を巡るように降下していき建物西の道路に出ていく。 
（６）ダイレクトルート 
駅の 1F、2F 改札からの歩行者の主な動線は、南の立
体歩道橋へ抜けるものと西側へわたっていくものがある。 
（７）流動空間 
a）流動と形体 
人の動き、都市の動き、交通機関の動きなど、さまざ
まな流動空間がそのまま建築の形体のダイナミズムを生
みだしている 
b）バス動線と人の場 
 バス動線の斜路に沿って人の居場所が展開され、その
経路に沿って歩くことで建物の内外が入れ替わっていく。 
c）車・人・バス 
建物の間の車道の上を人とバスが動いている。 
異なるプログラムの動線が立体的に交差している。 
d）つながる場所 
 すべての空間がつながり、経路の多様性を生む。 
e）駅前広場 
 渋谷駅南口を出ると上空を通るバスの車路をくぐり、
緑地スペースとともに段々になっている立体的な駅前広
場になっている。 
都市の階段や段差は人々のスムーズな移動を妨げるが、
そうであるがゆえに通常の街路とは異なる場所として意
識される。また、そこでは人が段差を利用して腰かけた
り、緑を望めたりすることなどから、留まることのでき
る場所でもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
f）ピロティ広場 
 通路を挟んで東急百貨店のピロティとターミナルのピ
ロティが一体で的に使えるようになっている。 
駅前広場の延長としてイベントなどでも使用できる。 
g）屋上広場 
 1F から立体的に構成されているバス停留所沿いに建
物を巡っていくと屋上の広場に出る。渋谷の雑踏の中で
広大な空を手に入れることのできる、都市とつながりつ
つも都市と切り離された広場を展開する。 
 
６． 結論 
この設計では都市における建築の在り方を、都市の流
動空間である交通機関や人々の流動というものを手掛か
りに模索した。そして、その流動空間を考える上で、存
在するすべての空間は様々な移動機関や建物入口の開閉
はあるにしても、常に一つの空間で流動しているのだと
認識させられた。 
つまり、空間を考える上で常に周囲環境との連続を考
えていくことの大切さを感じた。 
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